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『これは悲劇の記憶である。』
辻村深月さんの紡ぐ、女性特有の柔らかい物腰で的確に心の秘密を暴き刺し

かかるような文体は、誰もが経験した未熟で大人になんかなれない尊い一瞬をより生々しく描写している。
多くの人が理想とする瑞々しく透き通ったものではないが、この物語は誰の胸にも息づいている
青春でうっかり自分の姿を重ねてしまう。それゆえに体を捩るほど痛い物語だ。
息苦しくそれでいて満たされた今を私たちは生きていて、生きていた。
大人にも子供にもなれないあなたに、ぜひ手に取ってみてほしい。ある少女Aが走りぬける青春物語。

本科３年
生物資源工学科
涌井 菜摘

皆さんは、幕末期の日本のことをどのくらいご存知でしょうか。幕末ものの
ドラマやアニメでは日本とアメリカ、そしてイギリスが目立っていますが、
実はフランスも開国に大きく関係しているのです。

この本は、実在したフランス人宣教師の”カション”が町で見かけた”お梶”を見初めて妻にし、棄教し、
通訳士として幕府とフランスの互いの仲を取り持ち、そして葛藤する様が書かれています。
目まぐるしく変化する激動の時代で、日本とフランスを愛する一人の男はどのように生きるのでしょうか。
鉛が飛び交い、白刃が閃き鎬を削る血なまぐさいイメージの幕末ですが、水面下の静かな情報戦も
あるのです。貴方の幕末のイメージが変わるかも…？ぜひ手に取ってみてください！

カション幕末を走る
（高杜一榮）

請求番号 913.6/Ta44

あけましておめでとうございます。
昨年から始まったほん屋も

新しい年を迎えることができました。
皆様に良い本との出会いがありますように。
今年もほん屋をよろしくお願いいたします！

５０円
切手

図書館は静かに利用する施設です！

最近、移動授業の際おしゃべりしている
学生が多く見受けられます。

図書館ではなるべく静かにしましょう！


